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相
談
事
業
、
高
齢
者
の
権
利
擁
護
事
業

な
ど
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

第
２
庁
舎
完
成
後
、
現
在
の
第
１
分

庁
舎
は
、
市
の
保
健
セ
ン
タ
ー
と
し
て

整
備
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点

と
し
て
、
各
種
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
大
学
の
知
識
を

現
在
、
市
内
32
の
地
域
振
興
組
織
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
態
に
即
し

た
特
色
の
あ
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に

実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
市
民

と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
具

現
化
に
向
け
て
発
足
し
た

｢

ま
ち
づ
く

り
委
員
会｣

を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
、

地
域
福
祉
小
委
員
会
、
安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
小
委
員
会
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
等
の
活
動
を
拡
充
し
、
地
域
課
題
解

決
へ
の
提
言
や
地
域
振
興
組
織
の
広
範

な
取
り
組
み
に
む
け
て
支
援
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
地
域
課
題
の
解
決
と
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
大
学
の

持
つ
高
度
な
専
門
知
識
を
活
用
し
、
地

域
社
会
へ
の
貢
献
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
本
年
１
月
に
県
立
広
島
大
学
と
の

間
で
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今

後
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
支
援
、

地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
研
究
、
市
の

各
種
委
員
会
へ
の
参
画
・
政
策
立
案
の

協
力
な
ど
、
取
り
組
み
を
連
携
し
て
行

い
ま
す
。

少
年
自
然
の
家
は
未
来
へ
の
投
資

広
島
県
立
吉
田
少
年
自
然
の
家
は
、

平
成
18
年
度
で
県
が
施
設
を
閉
鎖
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
安
芸
高
田
市
と

し
て
は
、
こ
の
施
設
が
持
つ
重
要
性
・

必
要
性
を
考
え
、
本
年
度
か
ら
市
に
移

管
し
、
利
活
用
す
る
決
断
を
し
ま
し
た
。

現
在
、
県
立
広
島
大
学
の
教
授
、
市
内

の
各
種
団
体
の
代
表
者
な
ど
を
メ
ン
バ
ー

と
す
る

｢

安
芸
高
田
少
年
自
然
の
家
検

討
会
議｣

を
設
け
、
施
設
の
有
効
利
用

な
ど
の
計
画
を
策
定
中
で
す
。
本
年
10

月
か
ら
施
設
の
全
面
的
な
改
修
を
行
い
、

来
春
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
で
す
。
こ
の
施
設
は
集
団
生
活
を
通

し
て
健
全
な
青
少
年
の
育
成
を
図
る
と

と
も
に
広
く
市
民
の
利
用
に
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
施
設
で
す
。
移
管
に

よ
っ
て
発
生
す
る
経
費
は
、
将
来
の
安

芸
高
田
市
を
担
う
青
少
年
へ
の
投
資
で

す
。
全
部
局
が
一
丸
と
な
っ
て
利
活
用

策
を
考
え
、
効
率
的
な
管
理
運
営
体
制

を
つ
く
り
、
利
用
者
を
拡
大
さ
せ
、
収

益
の
確
保
に
努
力
し
ま
す
。
ま
た
、
学

校
教
育
で
も
少
年
自
然
の
家
を
活
用
し

て
、
集
団
活
動
や
宿
泊
訓
練
、
自
然
体

験
・
奉
仕
体
験
、
歴
史
・
文
化
の
探
訪

な
ど
の
集
団
活
動
や
体
験
活
動
を
行
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
、

基
本
的
生
活
習
慣
の
育
成
、
学
校
や
社

会
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
育
成
な
ど
道

徳
性
を
養
い
ま
す
。

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に

少
子
化
対
策
と
し
て
は
、
妊
娠
か
ら

子
育
て
ま
で
妊
産
婦
、
乳
幼
児
の
健
康

維
持
の
た
め
、
妊
娠
・
出
産
・
乳
幼
児

期
を
通
じ
て
一
貫
と
し
た
母
子
保
健
対

策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
今
年
度
か
ら

妊
婦
一
般
健
診
の
公
費
助
成
を
こ
れ
ま

で
の
２
回
か
ら
５
回
に
拡
充
さ
せ
、
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た

子
育
て
環
境
は
、
子
育
て
支
援
事
業
と

し
て
、
家
庭
児
童
相
談
員
に
よ
る
子
育

て
に
関
す
る
総
合
相
談
、
助
言
、
指
導

や
児
童
虐
待
、
家
庭
内
暴
力
の
予
防
、

早
期
発
見
、
早
期
対
応
を
図
る
な
ど
、

子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し
て
、
総
合
文

化
保
健
福
祉
施
設
内
に

｢

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー｣

を
設
置
し
ま
す
。
児
童
保

育
は
、
低
年
齢
児
保
育
や
保
育
時
間
の

延
長
な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
な
お
、
定
員
60
名
で
３
歳

未
満
児
対
象
の
み
つ
や
保
育
所
は
、
本

年
４
月
か
ら
開
所
し
、
指
定
管
理
者
制

度
に
よ
っ
て
効
率
的
に
運
営
し
ま
す
。

ま
た
、
小
学
生
の
放
課
後
対
策
、
安
全

安
心
対
策
と
し
て
新
規
に
２
ヵ
所
の
児

童
ク
ラ
ブ

(

く
る
は
ら
児
童
ク
ラ
ブ
、

ふ
な
さ
児
童
ク
ラ
ブ)

を
開
設
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
宮
町
川
根
小
学
校
区
に
放

課
後
子
ど
も
教
室
を
開
設
し
、
保
護
者

の
就
労
と
子
育
て
を
両
立
す
る
た
め
の

支
援
を
し
ま
す
。

元
気
な
農
業
づ
く
り
の
た
め
に

人
口
の
減
少
や
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
に
加
え
、
国
内
外
の
産
地
間
競
争
の

激
化
、
農
産
物
価
格
の
低
迷
な
ど
、
農

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

の
中
、
地
域
の
知
恵
や
資
源
を
活
用
し

た
農
業
生
産
活
動
を
推
進
し
、
地
域
間

交
流
な
ど
に
よ
る
集
落
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、｢
人
づ
く
り｣

｢

も
の
づ
く
り｣

の
両
面
か
ら
地
域
の
取
組
を
積
極
的
に

支
援
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
市
内
２
０
１
の
集
落

協
定
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
事
業
や
平
成
19
年
度
か

ら
始
ま
る
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
な
ど
を
活
用
し
、
農
業
生
産
活
動

と
農
地
及
び
環
境
保
全
活
動
へ
の
支
援

を
行
い
地
域
の
活
性
化
を
推
し
進
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
経
営
所
得
安
定
対

策
に
よ
り
認
定
農
業
者
な
ど
担
い
手
の

育
成
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、

集
落
営
農
の
推
進
を
一
層
強
化
し
、
こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
地
域
ご
と
の
営
農

の
形
を
基
本
に
、
担
い
手
と
集
落
の
役

割
分
担
を
明
確
に
し
て
、
協
働
に
よ
る

営
農
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

作
物
の
生
産
振
興
は
、
広
島
北
部
農

協
と
連
携
し
土
地
利
用
型
野
菜
の
生
産

条
件
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
だ

わ
り
米
や
販
売
先
確
保
米
な
ど
売
れ
る

米
作
り
と
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ア
ス
パ

ラ
な
ど
の
生
産
拡
大
、
安
芸
高
田
ア
グ

リ
フ
ー
ズ
や
産
直
市
へ
の
出
荷
体
制
の

強
化
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

畜
産
に
つ
い
て
は
、
和
牛
の
規
模
拡

大
に
対
す
る
支
援
措
置
を
新
た
に
設
け
、

産
地
の
維
持
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。
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大
規
模
な
合
併
、
地
方
分
権
の
推
進
、

地
方
自
治
体
の
抜
本
的
な
構
造
改
革
の

流
れ
な
ど
、
安
芸
高
田
市
は
こ
れ
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
転
換

期
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
の
中
、
平
成
19
年
度
、
安
芸
高
田

市
と
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
難
局
を
乗
り
越
え
、
市
民
の
視
点
や

感
覚
に
立
っ
た
行
政
運
営
を
行
い
、
夢

と
希
望
の
持
て
る

｢

心
を
大
事
に
し
た

地
域｣

づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

市
の
組
織
や
仕
事
の
見
直
し

平
成
17
年
度
か
ら
は
じ
め
た
行
政
改

革
の
取
り
組
み
が
、
第
一
次
計
画
期
間

の
半
ば
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
行
政

改
革
大
綱
な
ど
に
基
づ
い
て
改
革
に
取

り
組
み
、
一
定
の
成
果
が
見
え
始
め
ま

し
た
。
ま
た
、
市
役
所
の
仕
事
の
あ
り

方
を
客
観
的
に
測
る
手
段
で
あ
る

｢

行

政
評
価
シ
ス
テ
ム｣

は
、
昨
年
、
事
務

事
業
評
価
を
試
行
的
に
導
入
し
ま
し
た
。

新
年
度
か
ら
は
、
全
事
業
を
対
象
に
本

格
的
に
導
入
し
て
、
行
政
運
営
か
ら
行

政
経
営
へ
の
転
換
を
図
り
ま
す
。
そ
し

て
、
総
合
計
画
の
見
直
し
に
向
け
て
施

策
評
価
の
導
入
の
準
備
に
と
り
か
か
り

ま
す
。

職
員
の
定
員
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
に
よ
る
職
員

数
の
減
少
に
も
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

職
員
の
能
力
の
開
発
を
図
り
、
意
識
改

革
を
一
層
加
速
さ
せ
て
、
少
数
精
鋭
の

行
政
経
営
に
向
け
て
人
材
育
成
に
努
め

ま
す
。
ま
た
限
ら
れ
た
職
員
で
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
た
め
、

組
織
や
業
務
分
担
の
見
直
し
な
ど
機
構

改
革
を
行
い
ま
す
。

新
庁
舎
は
10
月
に
完
成

現
在
整
備
中
の
市
役
所
第
２
庁
舎
・

総
合
文
化
保
健
福
祉
施
設
は
、
本
年
10

月
に
完
成
し
ま
す
。
市
役
所
の
窓
口
業

務
の
時
間
の
延
長
な
ど
、
よ
り
一
層
の

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
、
信
頼
さ

れ
る
市
役
所
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
総
合
文
化
保
健
福
祉
施
設
は
、

図
書
館
、
研
修
室
、
文
化
ホ
ー
ル
な
ど

生
涯
学
習
機
能
を
併
せ
持
つ
複
合
施
設

で
す
。
他
の
生
涯
学
習
施
設
や
既
設
の

公
民
館
や
図
書
館
と
連
携
し
て
、
生
涯

学
習
の
推
進
に
向
け
て
総
合
的
に
取
り

組
み
ま
す
。
ホ
ー
ル
は
最
大
７
３
５
人

を
収
容
し
ま
す
。
伝
統
芸
能
や
地
域
文

化
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー

プ
の
発
表
の
場
と
し
て
、
ま
た
優
れ
た

芸
術
文
化
に
ふ
れ
あ
う
機
会
の
提
供
に

努
め
、
文
化
活
動
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
施
設
内
に

｢

地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー｣

を
設
置
し
、
一
般

高
齢
者
や
特
定
高
齢
者
介
護
予
防
事
業
、
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平成19年度の予算が３月定例議会で承認され
ました｡ 一般会計の総額は199億7,000万円で､
昨年と比べると７億9,000万円減となっていま
す｡ 今回は､ 今年度の市の方針や､ 予算､ 主要
な事業を紹介します｡

平平成成1199年年度度

予予算算

施政方針
(要旨)

園庭で遊ぶみつや保育所の園児たち
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民 生 費 45億5,411万4千円 (22.8％)
社会福祉､ 身体障害者､ 高齢者､ 児童福祉など福祉の全般的な
経費｡

公 債 費 43億2,926万4千円 (21.7％)
市が借りたお金 (借金) の返済経費｡

総 務 費 36億4,357万4千円 (18.2％)
企画､ 財政､ 電算処理､ 税の賦課・戸籍・選挙など一般的な行
政事務の経費｡

教 育 費 16億169万円 (8.0％)
幼稚園､ 小中学校など教育に関係する経費と生涯学習や公民館､
運動公園､ 資料館などの経費｡

土 木 費 15億3,826万6千円 (7.7％)
道路や河川､ 公営住宅の建設,整備､ 維持のための経費｡

衛 生 費 15億1,323万5千円 (7.6％)
保健事業に関係する経費､ 環境に関する経費｡

農林水産業費 14億5,913万9千円 (7.3％)
農業､ 林業､ 水産業の振興のための経費｡

消 防 費 6億8,261万3千円 (3.4％)
消防や火災予防に関係する経費｡

災害復旧費 3億1,393万円 (1.6％)
災害復旧のための経費｡

議 会 費 2億531万9千円 (1.0％)
議会の活動に必要な経費｡

そ の 他 1億2,885万6千円 (0.7％)
商工費､ 労働費､ 諸支出金｡

支出を住民ひとりあたりでみると
平成19年４月１日現在
人口 33,223人で算出

目 的 予 算 額

福祉のために 137,077円

借金の返済に 130,309円

一般的な行政運営に 109,670円

教育のために 48,210円

道路や川の整備や維持に 46,301円

衛生のために 45,548円

農業などの振興に 43,920円

消防のために 20,546円

災害復旧のために 9,449円

議会の運営に 6,180円

その他 3,879円

平成19年度 会計別予算

会 計 名 予 算 額

一 般 会 計 199億7,000万円

特 別 会 計 155億8,977万3千円

合 計 355億5,977万3千円

(特別会計内訳)

国民健康保険特別会計 42億5,332万2千円

老 人 保 健 特 別 会 計 52億9,003万4千円

介 護 保 険 特 別 会 計 34億7,618万2千円

介護サービス特別会計 3,139万5千円

公共下水道事業特別会計 3億5,469万5千円

特定環境保全公共下水道事業特別会計 7億8,177万9千円

農業集落排水事業特別会計 4億7,144万4千円

浄化槽整備事業特別会計 2億5,175万4千円

コミュニティ・プラント整備事業特別会計 570万9千円

簡易水道事業特別会計 6億6,216万6千円

飲料水供給事業特別会計 1,129万3千円

■企業会計

水 道 事 業 会 計 6億211万8千円

一般会計
支出の部 199億7,000万円
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地方交付税 87億7,000万円 (43.9％)
どのまちでも一定の行政サービスを行えるように市町村間の財
政力の差をなくすために国から交付されるお金｡ 所得税､ 酒税､
法人税､ 消費税､ たばこ税の５税が原資｡

市 税 37億1,883万7千円 (18.6％)
市民税､ 固定資産税､ 軽自動車税､ たばこ税など市が課税徴収す
る税金｡

市 債 23億8,840万円 (12.0％)
公共施設などを整備するために必要なお金を国などから調達す
る借金｡

県 支 出 金 14億7,855万6千円 (7.4％)
市が行なう仕事に対して必要性に応じて県から支給されるお金｡

国庫支出金 11億4,894万1千円 (5.8％)
市が行なう仕事に対して必要性に応じて国から支給されるお金｡

繰 入 金 5億641万円 (2.5％)
特別会計､ 企業会計､ 基金から､ 資金を受け入れるときの収入｡

使用料及び手数料 3億4,531万円 (1.7％)
市が管理している施設を利用する際のお金や､ 市が行うサービ
スを利用した際のお金など｡

地方消費税交付金 3億3,202万5千円 (1.7％)
消費税の５分の１が県と市町村に交付される｡ 交付額は､ 人口
と従業者数を基準に配分｡

分担金及び負担金 3億873万4千円 (1.5％)
保育料や学校給食費の保護者負担金など特定の事業に対する収入｡

諸 収 入 3億674万8千円 (1.5％)
預金の利子や貸付金に対する償還金など｡

そ の 他 6億6,603万9千円 (3.4％)
地方譲与税､ 自動車取得税､ 財産収入など｡

一般会計
収入の部 199億7,000万円

予算編成の
基本方針

平平成成1199年年度度

予予算算

( ) は構成比

その他①は財産収入､ 繰越金などが､ その他②は
地方譲与税､ 自動車取得税などが含まれています｡
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参加と協働による
まちづくりの推進
協 働 県立広島大学への調査の

委託に
100万円

住民自治活動の実態や今後の展開に向けた調査を

委託｡

協 働 地域振興組織への支援に
4200万円

市内32の地域振興組織を助成｡

協 働 まちづくり委員会の運営に
191万4千円

まちづくり委員会や小委員会の開催｡

子どもや女性が生き生き
と活動する環境づくり
青少年育成 青少年育成プランの作成に

336万円
家庭､ 学校､ 地域社会が一体となって青少年育成
に取り組むための指針となるプランを策定｡

生涯学習社会の形成・
学校教育の充実
学 校 学校給食調理場の再編へ

の調査に
180万円

学校給食調理場再編のための整備と運営計画の作成｡

学 校 適応指導教室の運営に
755万2千円

市内の不登校児童や生徒の学校復帰を支援｡

学 校 国際理解教育の推進
2209万8千円

外国語指導助手の学校派遣など｡

学 校 特色ある学校づくりに向
けて

736万3千円
学校の創意工夫による特色ある教育活動を支援｡

学 校 教育情報化の推進に
2353万6千円

小学校・中学校の教育用パソコンを配置｡

自然の家 少年自然の家の改修に
2億1200万円

安芸高田少年自然の家の施設を改修｡

自然の家 少年自然の家の運営に
1683万9千円

安芸高田少年自然の家の運営費用｡

子 育 て 放課後子ども教室の開設
に

325万円
放課後子ども教室の開設｡

学 校 障害のある児童生徒の指
導体制の充実に

1578万円
障害のある児童生徒の教育的ニーズにこたえる指
導体制の充実｡

学 校 学力検査など学力向上に
向けて

661万４千円
学力検査の実施や複式学級への非常勤講師の配置

など｡

学 校 経済的に就学困難な児童
への援助に

1826万円
経済的な理由で就学することが難しい児童生徒を

援助｡

青少年育成 成人式や青少年育成のた
めに

457万1千円
成人式や青少年の豊かな人間性を育む事業を実施｡

生涯学習 ＩＴ基礎技能講習会の開
催に

188万3千円
高度情報化社会に対応したIT基礎技能講習会を開催｡

家庭教育 家庭教育の充実に
77万5千円

講座の開催や関係団体への助成｡

人 権 人権教育の充実に
63万5千円

研修会や講演会の開催｡

公 民 館 公民館での学習機会の提
供に

620万1千円
公民館を拠点とした多様な学習機会を提供｡

図 書 館 図書館の資料の充実や行
事の開催に

297万9千円
資料の充実や読書講演会および読み聞かせ会など
の開催｡

図 書 館 開館する図書館の資料の
購入に

5433万円
図書資料の購入など｡

国際交流 市民と青少年の国際交流に
561万5千円

ニュージーランドやシンガポールとの市民・青少
年交流事業｡

文化・スポーツ・
レクリエーションの振興
文化行政 文化・芸術・歴史資料の

振興に
2416万8千円

文化芸術事業の実施と支援､ 歴史資料などの保存

活用｡

文化行政 文化財の保護や芸能保存
団体の助成に

655万8千円
指定文化財の保護や伝統芸能保存伝承団体への助
成｡

スポーツ スポーツ振興団体への助
成に

1301万円
スポーツ振興団体などへの活動助成｡

スポーツ 各種教室や大会の開催に
422万9千円

各種スポーツ教室や大会などの開催｡

スポーツ 指導者の育成に
187万8千円

体育指導委員などの指導者の育成｡
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個性あるまちづくりの推進
庁 舎 第２庁舎・総合文化保健

福祉施設の整備に
7億7306万8千円

10月の完成に向け､ 第２庁舎・総合文化保健福祉
施設を建設｡

庁 舎 支所庁舎の改修計画の策
定に

300万円
各支所を拠点施設として有効活用するための全体
的な改修計画を策定｡

地域活性化 旧小学校跡地の整備に
5192万円

美土里町旧横田小学校跡地に地元振興会の拠点施
設整備｡

定住と交流の
ネットワークづくり
道 路 地域高規格道路の事業に

43万円
県と用地測量､ 建物調査などを進め､ 用地買収､
建物などの補償交渉に着手｡

駐 車 場 駐車場発券機の設置に
484万円

向原・甲立駅前の市営一時利用駐車場へ利用者用
の発券機を設置｡

情 報 化 無線アクセス施設の管理
運営に

316万7千円
吉田町竹原小山地域と甲田町小原地域のインター
ネットの無線アクセス施設の管理運営｡

道 路 道路の整備に
3億5589万円

地方特定道路整備事業として継続7路線､ 国庫補
助事業として継続3路線等を整備｡

道 路 県道の改良や維持補修に
3億3101万円

権限委譲を受けている県道改良5路線､ 道路維持
20路線の維持などと県営事業への負担金｡

生活交通 バスの維持に
1億981万2千円

備北交通・北広島町への負担金と､ ICカード導
入負担金｡

生活交通 予約乗合タクシーの運営
に

348万円
バス路線から離れた地域の予約制のタクシーの委
託運行｡

情 報 化 ネットワークの維持管理
に

8489万5千円
安芸高田広域ネットワークの本体機器の更新や情
報管理対策費｡

安全で快適な生活環境の創造
防 災 ハザードマップの作成に

664万1千円
全市的な防災ハザードマップの作成｡

防 災 自主防災組織の設立に
200万円

地域内での自主防災組織の育成や補助｡

消 防 消防署北部分駐所の運営
に

1400万円
救急業務の充実や強化のため､ 北部分駐所の運用
体制を確立｡

消 防 消防団員の活動服などの
整備に

2066万円
消防団員の活動服と救命胴衣を整備｡

消 防 消防団の可搬ポンプなど
整備に

588万円
消防団へ配置する消防ポンプや車両を整備｡

防 災 防災施設の管理に
2913万7千円

県の総合行政通信網 (衛星系) を整備するための
負担金｡

防 災 防災無線の更新に
288万5千円

老朽化した移動系防災無線と基地携帯型無線を交換｡

防 災 耐震改修を促進する計画
づくりに

500万円
建物の耐震改修を促進する計画策定費として｡

環 境 アスベスト除去の支援に
250万円

人が多く集まる民間の建物のアスベストを取り除
く工事に対して補助金を支給｡

葬 斎 場 葬斎場の整備に
2616万3千円

葬斎場予定地の測量などを行う｡

広報広聴 広報紙やホームページに
542万1千円

広報あきたかたの印刷や安芸高田市ホームページ
の管理｡

交通安全 交通安全のために
955万9千円

昨年度策定した ｢第8次交通安全計画｣ をもとに､
交通事故ゼロを目指した取り組みを推進｡

防 犯 防犯対策のために
699万9千円

安全安心に関する防犯施策の推進､ 安全推進大会
の開催など｡

消 防 消防施設の充実のために
3546万2千円

耐震性貯水槽の整備(市内6か所)と消火栓の設置｡

住 宅 若者定住住宅の建設に
6932万6千円

高宮町田草地区に若者定住促進のため入居者と一
緒に設計する賃貸住宅を3棟3戸建設｡

し尿処理 し尿処理施設の改築に
5772万円

安芸高田清流園の全面改築を目指し､ 用地調査・
敷地設計など｡

下 水 道 下水関係の整備に
6億9657万8千円

小型合併浄化槽事業､ 吉田処理区公共下水道事業､
八千代・甲田・向原処理区の特定環境保全公共下
水道整備事業､ 吉田処理区の農業集落排水事業｡

上 水 道 上水関係の整備に
2億6629万7千円

八千代・甲田地区の簡易水道整備事業と美土里町
横田地区の基本計画策定｡
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産業の振興
農 業 農地・水・環境保全向上

対策事業に
1223万1千円

多様な地域住民の参加による農地､ 水､ 環境の良
好な保全と質的向上への支援｡

農 業 ブロッコリーなど土地利
用型野菜の生産に向けて

313万円
土地利用型野菜の振興のため､ JAが行う機械導
入に対する支援｡

畜 産 和牛産地の規模拡大に
200万円

和牛産地維持のため規模拡大に対する支援｡

農 業 農道・ため池・ほ場整備
の事業に

3億2992万1千円
農業基盤整備県営事業の推進､ 土地改良区の健全
運営と単市補助事業｡

農 業 有害鳥獣対策のために
1794万3千円

有害鳥獣の捕獲に係る委託経費､ 防護柵の設置助
成など｡

林 業 森林や林道の整備に
1億4026万円

森林整備地域活動への支援や､ 公的分収林､ 私有
林の整備､ 林道作業道の整備､ 山腹崩壊の予防工
事など｡

農 業 中山間地域等直接支払の
事業に

3億630万1千円
中山間地域の農地保全や集落営農推進のための支援｡

農 業 集落営農の体制づくりに
1722万6千円

集落での営農体系の確立のための支援｡

農 業 農業技術指導員の配置に
234万円

農業技術指導員の配置による農家への技術指導､
担い手の経営サポート､ 研修会の実施など｡

農 業 農業生産の振興に
1825万4千円

野菜や米などの農作物の生産振興と条件整備｡

畜 産 畜産の振興に
1054万4千円

和牛および酪農の振興､ 耕畜連携の推進｡

商 工 業 商工業の振興に
2969万9千円

商工業振興のための支援費｡

観 光 観光の振興に
1452万円

安芸高田市を総合的にPRするための事業｡

交流のネットワーク
づくり
姉妹都市 姉妹都市との交流事業に

37万9千円
山口県防府市との姉妹都市交流事業｡

地域活性化 旧町単位の祭りへの助成
に

711万円
旧町単位の各地域の祭りに対する助成事業｡

観 光 公園やキャンプ場などの
管理に

1202万3千円
観光施設 (公園・キャンプ場など) の管理｡
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市の花・木 市の花や木の制定

に
102万5千円

市民に募集をかけて選考委員会で決定｡

学 校 吉田高等学校への
助成に

330万円
創立100周年記念行事や全国農業大会へ

の補助｡

人事評価 人事評価システム
の導入に

130万円
人事評価システム導入にあたり評価者
の研修を開催｡

旅 券 旅券発給業務の開
始に

146万6千円
県からの事務移譲で6月から実施｡

行政評価 行政評価システム
の導入に

315万円
行政評価システムの本格導入に伴う推
進経費｡

地籍調査 地籍調査の実施に
4996万5千円

地籍調査費､ 法務局地図修正業務など｡

税 固定資産税の評価
の適正化に向けて

7945万9千円
固定資産税の課税統一化に伴う経費｡

選 挙 選挙のために
9562万6千円

参議院議員選挙のほか想定される選挙
の執行経費｡

水 道 水道事業のこれか
らの計画づくりに

694万6千円
上水道・簡易水道事業の経営構想策定
など補助金｡

災害復旧 道路や農地などの
災害復旧のために

3億1393万円
平成18年度に被災した公共土木施設や
農地､ 農林業施設の災害復旧｡

………
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人権が大切にされる
地域社会の創造
人 権 人権啓発事業の推進に

2651万9千円
講演会や研修会などの開催｡

消費者行政 消費者行政への取り組みに
72万円

相談員の設置 (週1回)､ 消費生活出前講座の実施｡

人 権 人権会館の運営に
3273万5千円

市内５か所の人権会館の管理｡

保健・医療の充実
医 療 小児救急医療の研修に

90万円
地域の小児科医師・内科医師を対象の研修会｡

保 健 健康づくりへの支援に
1億2579万1千円

住民の主体的な健康づくりへの啓発や支援｡

保 健 妊婦の健康診査の拡充に
871万4千円

妊婦の一般健康診査を2回から5回に拡充｡

医 療 後期高齢者の医療制度の
準備に

2464万2千円
75歳以上の方の医療制度の創設準備｡

保 健 国保ヘルスアップ事業に
1500万円

生活習慣病の予防事業｡

保 健 特定健診の計画づくりに
450万円

平成20年度から始まる特定健診の計画づくり｡

医 療 医療費負担への助成に
2億918万8千円

障害者､ ひとり親､ 乳幼児の医療費負担に対する
助成｡

医 療 地域医療ニーズに対応す
るために

6782万4千円
住民の地域医療ニーズに対応するための事業実施｡

医 療 市内５診療所の運営に
8577万3千円

市内5か所の診療所運営｡

保 健 保健衛生普及事業に
826万円

健康まつりやプール健康教室の開催｡

保 健 疾病予防事業に
1240万円

総合健診や人間ドックへの助成｡

社会全体で支える
福祉の充実
子 育 て 子育て支援センターの運

営に
1985万2千円

家庭児童相談員や母子自立支援員の子育て相談｡

子 育 て みつや保育所の運営に
6869万3千円

3歳未満児対象の保育所の運営委託｡

子 育 て 放課後児童クラブの新設
と運営に

3558万1千円
新設した ｢くるはら｣､ ｢ふなさ｣ を含む放課後児
童クラブ

子 育 て 児童館の運営に
1692万3千円

刈田､ 根野､ 向原の児童館の管理運営｡

子 育 て 児童手当や児童扶養手当
の支給に

3億959万7千円

高 齢 者 介護予防に向けて
2275万8千円

要支援認定者へのケアマネジメントの実施｡

高 齢 者 地域で支える介護保険の
取り組みに

1億311万6千円
介護予防・包括的支援・任意事業の実施｡

高 齢 者 在宅生活を支えるために
7287万4千円

高齢者の地域支援サービスやいきがい対策事業の
実施｡

障 害 者 障害者の自立に向けて
5億1492万6千円

障害者の自立を支援するため､ 施設での訓練など
の実施｡

障 害 者 障害者の生活の支援に
6065万4千円

障害者の社会参加や日常生活に必要な支援の実施｡

障 害 者 障害者の福祉事業に
3500万7千円

障害者の自立を支援するための福祉事業の実施｡

障 害 者 障害者手当の支給に
2426万8千円

障害者へ手当ての支給｡

生活保護 最低限度の生活を保護す
るために

4億5696万4千円
生活扶助､ 住宅扶助などの各種扶助事業｡
児童養育者へ手当ての支給｡

環境との共生
環 境 循環型社会づくりに向け

て
1928万円

循環型社会づくりに向けた取り組みに係る経費｡
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予予算算主な事業



少
年
自
然
の
家
の
魅
力

４
月
か
ら
９
月
末
ま
で
、
現
在
、
安
芸
高

田
少
年
自
然
の
家
に
市
内
の
小
中
学
校
か
ら

の
児
童
生
徒
を
含
め
て
、
約
２
８
０
０
人
が

利
用
の
予
約
を
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
を
ひ

き
寄
せ
る
少
年
自
然
の
家
の
魅
力
と
は
一
体

ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
。
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

■
自
分
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
る

家
族
か
ら
離
れ
て
生
活
す
る
こ
と
で
、
家

庭
の
中
で
ど
れ
だ
け
周
り
の
支
え
を
受
け
て

生
活
を
送
っ
て
い
る
か
を
肌
で
感
じ
ま
す
。

宿
泊
合
宿
を
通
し
て
自
分
の
得
意
な
こ
と
、

ま
た
不
得
意
な
こ
と
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に

な
り
、
自
分
自
身
を
再
確
認
す
る
こ
と
で
自

立
へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
ま
す
。

■
み
ん
な
で
協
力
す
る

少
年
自
然
の
家
で
の
滞
在
中
は
、
何
度
と

な
く
全
体
や
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
が
組
み
込

ま
れ
ま
す
。
団
体
で
１
つ
の
目
標
に
向
か
っ

て
進
む
た
め
に
は
、
個
人
の
わ
が
ま
ま
な
行

動
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
、
ま
た
み
ん
な
と
協
調
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
く
力
が
自
然
に
養
わ
れ
ま
す
。

■
友
だ
ち
の
新
た
な
一
面
が
見
え
る

少
年
自
然
の
家
で
は
仲
間
た
ち
と
長
時
間

に
わ
た
り
一
緒
に
行
動
し
ま
す
。
授
業
な
ど

学
校
生
活
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
い
友
達
の

良
さ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
見
え
て
き
ま
す
。
こ

れ
は
す
ば
ら
し
い
発
見
で
あ
り
、
そ
の
後
の

学
校
生
活
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

■
新
た
な
体
験
が
で
き
る

こ
れ
ま
で
の
家
庭
生
活
や
学
校
生
活
の
中

で
は
体
験
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
に
出

会
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
も
体
験
す
る

こ
と
が
な
け
れ
ば
、
知
識
と
し
て
は
知
っ
て

い
て
も
体
験
し
な
い
ま
ま
大
人
に
な
っ
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
も
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
こ
と
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
規
律
あ
る
行
動
が
体
験
で
き
る

少
年
自
然
の
家
で
は
学
校
の
よ
う
に
チ
ャ

イ
ム
は
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
は
時
計

を
見
て
、
５
分
前
に
は
次
の
準
備
が
で
き
る

よ
う
に
動
い
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
あ
い
さ

つ
を
行
う
、
ふ
と
ん
を
し
い
て
た
た
む
、
ご

飯
の
準
備
と
片
付
け
は
自
分
で
行
う
と
い
う

規
則
正
し
い
生
活
を
体
験
し
て
い
ま
す
。

■
他
者
へ
の
配
慮
の
心
が
芽
生
え
る

団
体
行
動
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
自
分
勝
手

な
行
動
は
許
さ
れ
ず
、｢

親
し
き
仲
に
も
礼

儀
あ
り｣

が
実
践
さ
れ
ま
す
。
寝
る
と
き
、

食
事
の
と
き
、
学
ぶ
と
き
、
遊
ぶ
と
き
な
ど
、

生
活
の
す
べ
て
に
お
い
て
マ
ナ
ー
が
大
切
に

な
り
、
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。
施
設
を
い
っ

し
ょ
に
使
う
他
の
団
体
、
ま
た
施
設
の
ス
タ
ッ

フ
へ
の
接
し
方
も
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
す
。

■
公
共
物
を
使
う
ル
ー
ル
が
学
べ
る

合
宿
中
は
、
少
年
自
然
の
家
の
備
品
を
数

多
く
使
い
ま
す
。
こ
れ
は
み
ん
な
の
も
の
で

あ
る
た
め
、
当
然
と
し
て
大
切
に
使
わ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
整
理
整
頓
も
心
が
け
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

安
芸
高
田
少
年
自
然
の
家
で
は
、｢

鍛
え

る｣

、｢

耐
え
る｣

、｢

行
え
る｣

と
い
う
実
践

目
標
の
も
と
、
こ
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
は

い
ろ
い
ろ
な
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。
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安
芸
高
田
市
内
の
小
中
学
校
と
し
て
最
初
の
利
用
に

な
っ
た
の
は
高
宮
中
学
校
の
新
１
年
生
の
皆
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
３
年
間
の
中
学
校
生
活
を
行
っ
て
い
く
た

め
の
基
盤
を
つ
く
る
た
め
２
日
間
に
わ
た
り
共
同
生

活
を
行
っ
た
。。

安芸高田少年自然の家
(教育委員会 生涯学習課 主幹)

坂本
さかもと

克義
かつよし

さん

この自然の家で子どもたちと関わってみて､
子どもたちの経験の少なさを実感しました｡
のこぎりやナイフなどの刃物を使ったこと
がない子ども､ 包丁の扱い方が分からない
子ども､ 火のたき方以前に､ マッチの使い
方が分からない子どももいます｡ この少年
自然の家では､ いろいろな体験をする中で､
失敗もしながら､ しっかりと成長してもら
えたらと思います｡

スタッフに聞く

安芸高田少年自然の家 所長
(教育委員会 教育参事)

永井
なが い

初男
はつ お

さん

安芸高田少年自然の家では､ 市の ｢青少年
教育施設｣ として､ 特に子どもたちに､ 平
素とは異なった環境の中で様々な実体験を
してもらい自然を大切にする心､ すばらし
いものに感動する感性､ 自立性､ 協調性､
命や人権を尊重する心や思いやりの心､ ボ
ランティア精神､ 責任感などの社会性､ 望
ましい人間関係を築く能力､ 規律ある行動
を身につけることを目指します｡

｢

来
た
と
き
よ
り
も
美
し
く｣

｢

５
分
前

行
動｣

｢

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
行
う｣

な

ど
、
少
年
自
然
の
家
を
利
用
さ
れ
た
こ
と
の

あ
る
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
言
葉

は
心
の
ど
こ
か
に
根
付
い
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
み
ん
な
で
風
呂
に
入
り
、

三
角
棟
で
寝
た
こ
と
。
み
ん
な
で
協
力
し
て

料
理
を
作
り
、
飯
ご
う
で
ご
飯
を
た
い
た
こ

と
。
冒
険
の
国
で
遊
ん
だ
こ
と
な
ど
、
子
ど

も
時
代
の
良
き
思
い
出
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
少
年
自
然
の
家
で
の
体
験
が
、
現
在
の

自
分
に
影
響
し
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

広
島
県
立
吉
田
少
年
自
然
の
家
が
、
３
月

末
で
閉
鎖
し
ま
し
た
。
県
内
の
大
勢
の
皆
さ

ん
に
親
し
ま
れ
、
知
名
度
の
高
い
施
設
の
運

営
を
、
安
芸
高
田
市
は
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
４
月
１
日
か
ら

｢
安
芸

高
田
少
年
自
然
の
家｣

と
改
名
。
市
直
営
の

施
設
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
５
人
で
運
営
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
９
月
末
ま
で
現
在
の
施

設
で
運
営
を
行
い
、
10
月
か
ら
施
設
の
改
修

工
事
に
と
り
か
か
り
、
来
年
度
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
体
験
の
場
が
減
っ

て
い
る
と
い
う
現
在
、
学
校
や
家
庭
で
は
経

験
で
き
な
い
こ
と
が
体
験
で
き
る
貴
重
な
場

所
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

10

少
年
自
然
の
家
。
子
ど
も
た
ち
が
集
団
生
活
や
体
験
を
通
じ
て
、
生
き
る

意
欲
や
力
を
身
に
つ
け
る
場
所
。
市
の
施
設
と
な
り
、
今
ま
で
以
上
に
身

近
に
な
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
育
成
の
場
と
し
て
、
更
に
こ
の
施
設
が
持

つ
可
能
性
を
探
っ
て
み
る
。

よよ
うう
ここ
そそ
、、

安安
芸芸
高高
田田
少少
年年
自自
然然
のの
家家
へへ
。。

安芸高田少年自然の家となって最初の利用者は､
吉田サッカーフェスティバルに訪れていた岡山県
作陽高校のサッカー部の皆さん｡ ４月１日の夕方､
玄関の前で歓迎するセレモニーが行われた｡

少
年
自
然
の
家

４
月
か
ら
市
が
運
営



少
年
自
然
の
家
が
持
つ
可
能
性

市
の
運
営
に
な
っ
た
こ
と
で
こ
れ
か
ら
こ

の
少
年
自
然
の
家
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
変

わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
安
芸
高
田
少

年
自
然
の
家
検
討
委
員
会
の
会
長
で
あ
る
県

立
広
島
大
学
の
野
原
建
一
教
授
に
話
を
伺
い

ま
し
た
。

｢

市
の
運
営
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
県
立
施

設
で
は
行
え
な
か
っ
た
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
少
年
の

育
成
を
運
営
の
基
本
路
線
と
し
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
と
市
内
全
域
の
様
々
な
分
野
の
方
々

と
の
交
流
の
場
所
と
し
て
、
関
わ
り
を
ど
う

作
っ
て
い
く
か
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

が
市
民
の
た
め
の
施
設
、
地
域
に
愛
さ
れ
る

施
設
に
な
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま

す
。
市
内
に
あ
る
公
民
館
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
芸
高
田
市
が

運
営
す
る
こ
と
で
の
特
徴
を
作
っ
て
い
き
、

最
終
的
に
生
涯
学
習
や
地
域
づ
く
り
の
活
動

へ
の
道
筋
に
つ
な
げ
て
い
か
れ
る
の
が
良
い

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

公
的
施
設
の
運
営
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、

利
用
者
の
満
足
を
ど
れ
だ
け
得
ら
れ
る
か
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
施
設
を
利
用
し
て
ど
れ

だ
け
学
べ
た
か
。
人
間
的
に
成
長
で
き
た
か
。

利
用
者
の
喜
び
を
増
や
す
こ
と
が
、
こ
の
市

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い
う
ま
ち
へ
の
誇
り

に
つ
な
が
り
、
市
外
か
ら
も
来
て
よ
か
っ
た

と
喜
ん
で
も
ら
え
、
ひ
い
て
は
、
市
の
知
名

度
を
上
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
生
活
の
中
で
生
か
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
安
芸
高

田
市
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
だ
れ
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
こ

と
が
公
的
な
施
設
の
役
割
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
高
い
利
用
料
金
は
設
定
で
き
ま
せ
ん
。

行
政
に
と
っ
て
赤
字
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
感
性
が
磨
か
れ
る

こ
と
へ
の
投
資
は
、
決
し
て
赤
字
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
経
費
の
マ
イ
ナ
ス
は
心
の
プ

ラ
ス
に
必
ず
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。
よ
り
多

く
の
利
用
の
た
め
に
も
、
少
年
自
然
の
家
の

活
用
に
は
ぜ
ひ
と
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
か
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す｣

。
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利用者に聞く

安芸高田少年自然の家
■℡ ４７－１３３１
■休所日 月曜､ 祝日の翌日
■料 金 (宿泊) (市内団体) (市外団体)
中学生以下 150円 150円
高校生 800円 1,200円
大 人 1,500円 1,900円

予約の利用者がいない時は､ 体育館､ 中庭､ 冒険の国など施設
の利用､ またけん玉や将棋などの遊具､ 飯ごうなど炊事道具も
無料で貸し出せます｡ お気軽に事務所にお問い合わせください｡

県立広島大学 経営学部 教授

野原
の はら

建一
けんいち

さん

安芸高田少年自然の家検討委員会会長｡
少年自然の家の利活用について専門的
な知識を提供している｡ 大学では地域
産業の歴史と中山間地域の中小企業と
経済活性化の関係を専門に研究を進め
ている｡
安芸高田市と県立広島大学は平成19年
１月に包括協定を締結している｡

安芸高田市子ども会連合会 ジュニアリーダー

谷
たに�ひろ 晃毅

こう き

さん

子ども会連合会では､ 少年自然の家で年に数回
くらい活動が行われています｡ この活動を通じ
て､ 自分自身とても積極的になれたと思います｡
年下の子どもたちから慕われることが今は喜び

です｡ これからも子どもと大人の気持ちの橋渡しを行うジュニアリー
ダーの役割をがんばりたいと思います｡

岡山県作陽高等学校サッカー部 監督

野村
の むら

雅之
まさゆき

さん

遠征しやすい場所というのがあります｡ それは､
強いチームがいること､ 良いグラウンドがある
こと､ そして安く泊まれる宿泊施設があること
です｡ 今回､ 少年自然の家に泊まらせてもらえ､

これで安芸高田市は魅力的な３つの要素が整われたなと感じました｡
今以上に､ 安芸高田市は ｢サッカーのまち｣ として全国的に知名度
が高まっていくことと思います｡

吉田町振興会連絡協議会 会長

波多野
は だ の

邦彦
くにひこ

さん

｢自然の家｣ は従来から様々な活動に利用させ
てもらってきましたが､ これからは子どもたち
の利用だけに留まらず､ 広く市民に活用される
生涯学習施設として､ さまざまな振興会活動・

交流活動・親睦の場として利用するとともに､ 施設運営のサポート
にも参加し､ 活用の輪を広げていけたらと考えています｡

吉田第４老人クラブ 会長

大中
おおなか

康治
やすはる

さん

数年前に､ 地域のお年寄りが自宅に閉じこもり
がちな状況を､ 何とか改善できないかと始めた
のが少年自然の家を使ってのグラウンドゴルフ
でした｡ 目的は健康づくりなので､ スコアより､

集まって体を動かして和気あいあいと楽しくやるのが一番と考えて
います｡ 実際に病院に行く回数が減ったなどという声も寄せられて
います｡

安芸高田少年自然の家検討委員会委員

中尾
なか お

真紀
ま き

さん

子どもをつれて ｢冒険の国｣ に遊びにいくこと
もあります｡ 小さいなりにタイヤなどに抱きつ
いて遊んでいます｡ 事務所での簡単な手続きで､
他の利用者がおられなければ自由に無料で遊べ

るので､ しっかりと使わせてもらっています｡ 今後はここに行けば
子どもやお年寄りの集える楽しい場所になってもらいたいと思いま
す｡

ようこそ､ 安芸高田少年自然の家へ｡

大
き
な
思
い
出
に
な
る
理
由

学
校
を
離
れ
て
少
年
自
然
の
家
で
の
合
宿

に
は
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
少
年
自
然
の
家
で
の
生
活
が
、

ど
う
し
て
大
き
な
思
い
出
と
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
吉
田
小
学
校
の
山
本
校
長
先
生
に
聞

い
て
み
ま
し
た
。

｢

日
ご
ろ
、
家
庭
と
学
校
と
を
行
き
来
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
少
年
自
然

の
家
と
い
う
慣
れ
な
い
場
所
で
の
親
元
を
離

れ
て
の
生
活
は
、
緊
張
感
を
持
っ
て
臨
む
は

ず
で
す
し
、
気
持
ち
も
か
な
り
敏
感
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
適
度
な
緊
張
感
を
持
っ

て
生
活
す
る
体
験
も
と
て
も
大
切
で
す
。
物

事
に
対
す
る
集
中
力
や
受
け
止
め
方
が
変
わ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
気
持
ち
を
持
っ
て
、
み

ん
な
で
協
力
を
し
て
１
つ
の
こ
と
を
や
り
遂

げ
る
こ
と
で
、
日
常
で
は
感
じ
る
こ
と
が
で

き
な
い
ほ
ど
心
が
大
き
く
揺
れ
動
き
、
そ
し

て
心
に
響
い
て
い
き
ま
す
。
こ
の
強
烈
な
感

動
こ
そ
が
、
子
ど
も
た
ち
に
強
い
記
憶
と
し

て
残
り
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
で
大
き
な

影
響
が
期
待
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す｣

。

合
宿
は
学
校
で
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
少
年
自
然
の
家
と
い
う
非
日

常
の
世
界
で
適
度
な
緊
張
感
を
持
っ
て
生
活

す
る
体
験
こ
そ
が
、
子
ど
も
た
ち
を
大
き
く

成
長
す
る
機
会
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ま
た
甲
田
中
学
校
の
北
村
先
生
は
次
の
よ

う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

｢

印
象
の
強
さ
と
い
う
の
は
自
然
の
家
の

不
自
由
さ
が
影
響
し
て
い
る
の
か
な
と
思
い

ま
す
。今
は
便
利
な
世
の
中
で
す
。ス
イ
ッ
チ

一
つ
で
ご
飯
が
炊
け
る
、
食
器
洗
い
機
が
食

器
を
き
れ
い
に
洗
っ
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、

自
然
の
家
で
は
す
べ
て
自
分
で
行
わ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
一
つ
一
つ
の
大
変
さ
を
知
っ

て
こ
そ
、
も
の
を
大
事
に
す
る
こ
と
や
、
生

活
の
原
点
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
ひ
い

て
は
心
の
豊
か
さ
に
影
響
す
る
と
思
い
ま
す｣

。

少
年
自
然
の
家
に
は
テ
レ
ビ
も
パ
ソ
コ
ン

も
な
く
外
部
か
ら
の
情
報
も
入
り
ま
せ
ん
。

仲
間
同
士
で
し
っ
か
り
話
が
で
き
る
こ
と
も

思
い
出
に
な
る
部
分
で
は
な
い
か
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

市
の
施
設
と
な
っ
て
、
よ
り
身
近
な
施
設

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
学
校
が

希
望
す
る
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で

は
と
２
人
の
先
生
と
も
期
待
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
後
、
学
校
と
の
連
携
が
さ
ら
に
深

ま
る
と
、
子
ど
も
た
ち
に
与
え
る
心
の
衝
撃

も
よ
り
大
き
な
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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先生に聞く

吉田小学校 校長

山本
やまもと

博明
ひろあき

さん

合宿を経験すると小学生は､ 自分のことは

自分でする態度が身についてくる､ 一人一

つの役割を持たせてやりきることで達成感

を味わえる､ 自分の役割以外にも気がつい

たことを行えるようになれる､ 仲間と同じ

体験をして､ 共通の思い出ができ､ 集団に

まとまりができるなどの効果がみられると

思います｡

甲田中学校 教諭

北村
きたむら

清
きよし

さん

集団宿泊を行うことで､ 教室だけでは見る

ことができない友達の得意なこと､ 人間性

が見えてきて､ 友達の良さを再発見するこ

とができると思います｡ また学校では授業

の枠にとらわれがちですが､ 自然の家では

大きい時間配分もでき､ 生徒たちの柔軟な

発想やいろいろなアイディアを出し合える

ことも良さだと思います｡

高宮中の合宿の最後のメニューは ｢決意表
明｣｡ それぞれ得意なことや､ 将来の夢､
３年間でがんばりたいことなどをみんなの
前で､ 緊張しながらもアピールした｡
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図書館での
おはなし会

５月12日(土) 11：00～
八千代図書館 [おはなし会]
八千代人権福祉センター
５月12日(土) 10：30～
田園パラッツォ図書館
[おはなしタイム]
田園パラッツォ
５月17日(木) 10：00～
吉田図書館 [おはなし会]
吉田公民館２階
５月19日(土) 14：00～
甲田図書館 [かみしばい会]
ミューズ

月日･受付時間 対 象 会 場

５月10日(木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
平成17年９月～10月生まれの
吉田町・八千代町在住の方

(八千代)
人権福祉センター

５月17日(木)
13:00～13:15

乳児健康診査
平成18年５月～８月生まれの
美土里町・高宮町在住の方

(美土里)
山村開発センター

５月24日(木)
13:00～13:15

３歳児健康診査
平成15年10月～12月生まれの
甲田町・向原町在住の方

(向原)
保健センター

５月31日(木)
13:00～13:15

乳児健康診査
平成18年６月～７月生まれの
吉田町・八千代町在住の方

(八千代)
人権福祉センター

健診内容は診察､ 身体計測､ 食生活・歯・ことばなど育児全般
における個別相談
※ 対象者には個人通知します｡

【子育て相談会】 ※個別相談で､ 予約が必要です｡

月日･受付時間 会 場 相 談 員 お 知 ら せ
５月９日(水)
13:00～15:00

(高宮)
田園パラッツォ

心理判定員
(子育て相談員)

要予約 (予約先：
保健医療課)

５月21日(月)
10:30～15:00

(吉田)
吉田人権会館

児童福祉司・
心理判定員

要予約 (予約先：
保健医療課)

６月６日(水)
13:00～15:00

(甲田)
ふれあいセンター
こうだ

心理判定員
(子育て相談員)

要予約 (予約先：
保健医療課)

�前歯でかじり
取る｡

�奥のほうの歯
ぐきでつぶし
てもぐもぐ｡

�フォークに刺
して､ 自分で
お口へ｡

食べて歯っぴい～
■離乳食完了期 (ぱくぱく期) １歳～１歳３か月
★前歯で噛み切った食べ物を口の奥に送り､ 歯ぐきや､ この頃から生え始める奥歯 (第一乳臼歯)
でかんで飲み込むようになります｡

★柔らかいものをかみつぶして食べ､ ３食を
とれるようになれば離乳食は完了です｡

(簡単レシピ)
温野菜スティック

【材料】大根…５ｇ 人参…５ｇ
さやいんげん…１本
カッテージチーズ…小さじ１
ミルクまたは牛乳…小さじ１

【作り方】
①大根､ 人参は１㎝角に切り､
いんげんは筋をとり､ ゆでる｡
②カッテージチーズはミルクで
のばしソースにし､ 野菜をつけ
て食べる｡

詳しくは保健医療課℡42－5619にお尋ねください｡
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お手伝いで親子のふれあいを！

子どもは成長するにつれ､ 周囲の
大人のしていることに興味を持ち､
同じように ｢やってみたい｣ という
気持ちを持ってきます｡
例えば､ 料理をしていると, そば

に来て､ ｢お手伝いをしたい｣ と言っ
てくることがあります｡ 忙しい時間
帯に声をかけられると､ 一緒に料理
を作ってみようと言う気持ちになれ
ないことも多くありますが､ 少し余
裕のある時は､ 子どもの気持ちを大
切に一緒に料理をしてみましょう｡
｢この野菜何かな｣､ ｢何を作ろう

かな｣ と会話をしながらすることで､
子どもの考えていることが理解でき
たり､ 子どもの意外な面に気付いた
りすることもあるでしょう｡ 料理の
他にも､ 片付けや掃除など､ お手伝
いを通して､ 時間を共有することで､
親子のふれあいが図られ､ また､ 子
どもは､ お手伝いが出来たという満
足感や達成感を味わうことができる
でしょう｡ 最後に ｢ありがとう｣ と
声をかけることで大満足の笑顔でしょ
う｡
こうしたちょっとした関わりの中

で親子のふれあいを深めていきましょ
う｡

子どもたちは友だちと遊んだり､ お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます｡ そのかたわらで､ お母さんたちは育
児の悩みなど情報交換もできます｡

月日・受付期間 会 場 相談内容 お 知 ら せ
５月１日(火)
10:00～11:30

(高宮)
基幹集落センター ●育児相談

●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※４か月児・２歳
６か月児相談の
対象者には個人
通知します｡

対象：４か月児相
談は平成19年１
月生まれ｡
２歳６か月児相
談は平成16年11
月生まれ｡

※歯ブラシをご持
参ください｡

５月８日(火)
10:00～11:30

(八千代)
保健センター

５月９日(水)
10:00～11:30

(向原)
保健センター

５月11日(木)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
ふれあいセンター
いきいきの里

●育児相談

５月16日(水)
10:00～11:30

(甲田)
ふれあいセンター
こうだ

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児
相談５月23日(水)

10:00～11:30
(美土里)
山村開発センター

５月25日(木)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
ふれあいセンター
いきいきの里

●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

日 時 保育所(園)名 内 容
５月2日(水)
９:00～11:00

ふなさ保育園
℡57－0007 園 庭 開 放

５月8日(火)
10:00～12:00

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

５月8日(火)
９:00～11:00

くるはら保育園
℡57－1633 園 庭 開 放

５月10日(木)
９:30～11:30

みつや保育所
℡42－1328 体 験 入 園

５月11日(金)
９:30～11:00

吉田幼稚園
℡42－2788 園 庭 開 放

５月15日(火)
10:00～12:00

吉田保育所
℡42－0662 一 緒 に 遊 ぼ う

５月16日(水)
10:00～11:30

甲立保育所
℡45－2199 園 庭 開 放

５月17日(木)
９:30～11:30

みつや保育所
℡42－1328 体 験 入 園

５月17日(木)
９:30～11:30

向原こばと園
℡46－2018 園 庭 開 放

５月22日(火)
10:00～12:00

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

５月22日(火)
10:00～11:30

小原保育所
℡45－2653 園 庭 開 放

５月23日(水)
10:00～11:30

小田東保育所
℡45－2118 園 庭 開 放

５月24日(木)
９:30～11:30

みつや保育所
℡42－1328 体 験 入 園

５月25日(金)
９:30～11:00

吉田幼稚園
℡42－2788 一 緒 に 遊 ぼ う

５月30日(水)
９:30～11:30

入江保育園
℡43－1011 園 庭 開 放

５月31日(木)
９:30～11:30

みつや保育所
℡42－1328 体 験 入 園

※上記保育所 (園) 以外は､ 随時､ 園庭開放を行っておりま
すが行事の都合等がありますので保育所 (園) にお問い合
わせください｡

３歳までの子どもの
児童手当が
４月から増額します｡
社会福祉課 ℡42－5615

１人目､ ２人目の３歳未満の子どもがいる保護者に対する児童手
当の額は､ これまで5,000円でしたが､ これからは10,000円に増額
します｡
なお､ ３歳以上の子どもの児童手当の額､ 対象の年齢や所得制限
などは､ これまでどおりです｡

■児童手当の額
０歳から３歳まで子ども 月額10,000円
(これまでは１人目､ ２人目 月額5,000円｡ ３人目以降 月額10,0
00円)
３歳以上の子ども １人目､ ２人目 月額 5,000円｡ ３人目以降
月額10,000円

※今回の改正による特別な手続きはありません｡
なお､ 平成19年４月から３歳未満の児童手当の額は一律月額10,000
円となりますが､ １人目､ ２人目の子どもが３歳になった場合､ 翌
月からは手当額は5,000円となります｡

妊婦健康診査の受診票の
交付枚数を増やします｡

妊娠の届出の際に母子健康手帳と一緒に交付していた妊婦健康診
査受診票｡ この受診票を使うと､ 決められた検査 (血液検査など)
が無料 (市が負担) で受けられます｡ これまでは２枚交付していま
したが､ ４月１日以降は５枚に増えます｡ これは子育て支援の一つ
として､ 妊娠中の健診費用の負担を減らし､ 妊婦健康診査をより受
けやすくするための取り組みです｡
※検査内容によっては診察代が必要になります｡

無事に出産を迎えるため健診は定期的に
妊婦健康診査はお母さんと赤ちゃんの健康を守ります｡ 次のよう
な間隔で定期的に受診しましょう｡

妊 娠 週 数 受診回数

妊娠初期より23週まで (第６月) ４週間に１回

妊娠24週 (第７月) 以降より35週 (第９月末) まで ２週間に１回

妊娠36週 (第10月) 以降､ 分娩まで １週間に１回

げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー｡
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します｡
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